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【雄物川】秋田地区河川防災ステーションの整備について
国土交通省東北地方整備局

秋田河川国道事務所

秋田南大橋

秋田地区
河川防災ステーション

■雄物川下流域では、平成２９年７月、平成３０年５月洪水で家屋等の浸水被害が発生しています。
■秋田地区河川防災ステーションは、雄物川下流域の洪水被害を最小限とするため、災害時の緊急復旧活動
を行う上で必要な緊急用資材の備蓄、ヘリポート等の整備を行うとともに、緊急車両基地や秋田市が水防セ
ンターを設置するなど、災害時の活動拠点としての利活用するなど計画しています。

■令和４年３月２５日に河川防災ステーションの整備計画が登録され、令和４年度より事業に着手しています。

令和４年度事業内容 ： 河川防災ステーションの詳細設計及び用地調査を実施 2



河川防災ステーションの役割

〇洪水時に河川管理者が行う災害復旧活動の拠点として整備するもので、大半は市町村が行う
水防活動の拠点（水防センター）を併設しています。

〇土砂やブロックなどの緊急用資材を備蓄しておくほか、ヘリポートや災害対策車両の待機場所
なども確保しています。

〇平常時には地域の人々のレクリエーションの場として、また河川を中心とした文化活動の拠点
として大いに活用が期待される施設です。

＜災害時＞ ＜平常時＞

○被災箇所の復旧工事のための材料備蓄
○排水ポンプ車など災害対策車両、防災ヘリの
拠点

○水防活動の拠点（水防団）

○地域のコミュニティースペースとして活用
○水防活動の訓練などに利用
○防災学習の場や川の情報発信拠点

国土交通省東北地方整備局
秋田河川国道事務所
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水防センター
（秋田市整備）

ヘリポート 備蓄資材置場

雄物川古川排水機場
（秋田市整備）

古川

秋田地区河川防災ステーション（平面配置予定）

令和５年度事業（予定） ： 用地協議・用地取得を行う予定。

国土交通省東北地方整備局
秋田河川国道事務所

■秋田地区河川防災ステーションの整備については、古川流域で進められている関係機関による事業と連携を図り
ながら計画的に進め、一体的に整備を進めて参ります。

全体面積：約 54,210m2

全体土量：約 239,900m3

水防ヘリポート 土砂連節
ブロック

災害対策用
車両格納庫

水防センター

水防活動
作業ヤード

車両回転
スペース

駐車スペース
（大型車用）

駐車スペース
（小型車用）

根固めブロック 岩ズリ

災害対応に係る活動のほか、平常時において様々な
活動ができるよう、平場スペースを可能限り広く設定

注）記載内容は、最終精査により、若干変更が生じる場合があります。
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秋田南大橋
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5.0ｋ

雄物川の河道掘削（H29～R2）

樹木伐採

河道掘削

樹木伐採

6.0ｋ

古川排水樋門

： H30 事業箇所

： H29 事業箇所

： H31～R2事業箇所

河道掘削

河道掘削横断図

約130m

約2m

約580m

H.W.L

平水位

秋田工業用水道浄水場

秋田市上下水道局
仁井田浄水場

秋田市上下水道局
豊岩浄水場

秋田河川国道事務所では、洪水時における雄物川の水位低下と古川からの排水をより
効率化するため、雄物川の河道掘削をしています。
Ｈ２９の仁井田地区から始まり、小山地区までの区間（約40万m3）をＲ２に完了しています。

国土交通省東北地方整備局
秋田河川国道事務所
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